編集後記 ; 奥付 by 北翔大学北方圏学術情報センター舞台芸術研究プロジェクト
編集後記 ; 奥付
著者 北翔大学北方圏学術情報センター舞台芸術研究プロ
ジェクト
雑誌名 Probe : 舞台芸術通信
号 11
発行年 2017
URL http://id.nii.ac.jp/1136/00002559/
　੹೚ฤू 　ଜদװஉ
　ฤूҕһ 　৿一ੜɾాޫࢠɾฏҪ৳೭ɾ໺ా಄ر
　දࢴσβΠϯ 　৿Ҫҁ
෣୆ܳज़௨৴130#&ʢϓϩʔ΂ʣୈ ߸
 ೥ ݄ ೔ൃߦʢඇച඼ʣ
ൃߦॴ ๺ᠳେֶ๺ํݍֶज़৘ใηϯλʔ　ϙϧτ
෣୆ܳज़ݚڀϓϩδΣΫτ
ʢϙϧτڞಉݚڀϓϩδΣΫτ　෣୆ܳज़ݚڀάϧʔϓʣ
˟ 　๺ւಓߐผࢢจژ୆ 
๺ᠳେֶڭҭจԽֶ෦ܳज़ֶՊ෣୆ܳज़෼໺಺　
130#& ฤूࣄ຿ہʢଜদݚڀࣨʣ
 ί ʢ୅දʣ
ҹ　࡮ ᷂ΞΠϫʔυ
編集後記古館伊知郎氏が報道ステーションを辞めたときの最後のコ
メントで、「電波を使って善かれと思ってしゃべらせてもらっていたが、どこかで誰かが絶対傷ついている」という旨の発言をなさっていました。それは全く同感で「表現／主張するということは 自分の意図と 別に 『誰かを傷つける』 可能性がある」 、故に「自分の表現／主張したことが他に与える影響をイマジネーションせよ」は、表現／主張する者 とって常に肝に銘じておかなければならないこ だと思っています。P
ROBEを発行しようと思った動機は、前号の座談会で
大林先生が「まずはその記録（注：二〇〇五年に行われたシンポジウム）を残したいという目的もありましたが、 さらには、北海道内の演劇活動をもう少しきちんとま めて発信できたら良いかな」 と述べていました。こ 小冊子を発行する思 は、まさにそういうところから始 り、 「私たちは新しいものを創造していくだけではなく、保存して く ″残していく〟ということに気を配ることも必要なのかも れませ 」 （前号『編集後記』 ）という思 で続いている 思っています
ですから、今のところこの冊子を通して、この思い以外に
何かを声高に主張するつもり あり せん。もちろん何かの「主張」を退けるつもりもないですし否定するつもりもありません。ただこのP
ROBEに載った「主張」に相反する「主
張」も等しく扱いたいと思って ます。そし により、のP
ROBEで何かの主義や運動、 組織、 個人等を糾弾したり、
否定したりするつもりは全くありません。P
ROBEを発行
する動機に、そのような意図は全 な です。
にもかかわらず、前号の座談会の内容に、前述したような
思いを持っているのにも かわらず、関係者の方にご迷惑おかけした部分がありまし 。心から謝罪するとともに、編集に関しては最新 注意を払わなければ けない 、改めて気を引き締め直しました。
忙しさにかまけて、至らぬ点が多々あるかと思います。この冊子 関して、何 お気づきの点が れば、遠慮なく
ご指摘いただければ幸いです。
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